
入 札 公 告 

 

下記のとおり一般競争入札（請負単価契約）に付します。 

 

令和５年２月３日 

支出負担行為担当官 

国立感染症研究所 総務部長 中平 純一 

 

１ 競争入札に付する事項 

(1) 件  名  JJID英文校正請負単価契約 

(2) 概算数量  入札説明書及び仕様書による 

(3) 仕  様  入札説明書及び仕様書による 

(4) 履行期間  令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで 

(5) 納入場所  支出負担行為担当官指定の場所 

(6) 入札方法  入札金額は総価を記載すること（入札書別紙に単価を記載し、概算数量を乗

じて得た金額を記載すること）。単価については、１頁（200ワード）当たりの

金額（円未満切捨）とする。 

なお、落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の 10パー

セントに相当する額を加算した額（1 円未満に端数があるときはその端数を切

り捨てるものとする。）をもって落札金額とするので、入札者は消費税及び地方

消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契

約金額の 110分の 100に相当する金額を入札書に記載すること。 

(7) 入札方式  紙入札方式 

 

２ 競争参加資格 

(1) 予算決算及び会計令（昭和 22 年勅令第 165号）第 70条の規定に該当しない者であること。 

なお、未成年者、被保佐人又は被補助人であっても、契約締結のために必要な同意を得て

いる者は、同条中、特別な理由がある場合に該当する。 

(2) 予算決算及び会計令第 71条の規定に該当しない者であること。 

(3) 厚生労働省から指名停止の措置を受けている期間中の者でないこと。 

(4) 令和４･５･６年度厚生労働省競争参加資格（全省庁統一資格）「役務の提供等」のうち「翻

訳・通訳・速記」について「Ｂ」、「Ｃ」又は「Ｄ」の等級に格付けされ、関東・甲信越地域

の競争参加資格を有する者であること。 

(5) 資格審査申請書に虚偽の事実を記載していないと認められる者であること。 

(6) 経営状況又は信用度が極度に悪化していないと認められる者であること。 

(7) 医学、薬学、獣医学等の関連する専門知識を持ち、英語医学論文を記述・校正した経験が

ある英文校正者を、年間を通じて確保できること。 

(8) 調達業務に係る迅速なアフターサービスの体制が整備されている者であること。 

(9) その他仕様書に記載の条件を満たしていること。 

(10) その他予算決算及び会計令第 73 条の規定に基づき、支出負担行為担当官が定める資格を

有する者であること。 



 

３ 契約条項を示す場所、競争執行の場所及び日時等 

(1) 入札説明書の交付場所、契約条項を示す場所及び問い合わせ先等 

〒162-8640 東京都新宿区戸山 1-23-1 

国立感染症研究所総務部会計課契約係 

電話 03-4582-2637 

(2) 入札説明書の交付期間 

令和５年２月３日（金）から令和５年２月２２日（水）まで 

(3) 入札書の受領期限及び場所 

令和５年３月９日（木）10 時 30分 国立感染症研究所総務部会計課契約係 

(4) 開札の日時及び場所 

令和５年３月９日（木）15時 00分 国立感染症研究所感染研第三会議室 

 

４ その他 

(1) 契約手続において使用する言語及び通貨 

日本語及び日本国通貨 

(2) 入札保証金及び契約保証金  免除 

(3) 入札者に要求される事項 

この一般競争に参加を希望する者は、本公告に示した業務が履行できることを証明する書

類を指定する期日までに提出しなければならない。また、入札に参加を希望する者は、上記

書類とあわせて暴力団等に該当しない旨の誓約書を提出しなければならない。 

入札者は、提出した書類に関し支出負担行為担当官から説明を求められた場合は、それに

応じなければならない。 

(4) 入札の無効 

本公告及び入札説明書に示した競争参加資格のない者の提出した入札書、入札者に求めら

れる義務を履行しなかった者の提出した入札書、その他入札の条件に違反した者の提出した

入札書は無効とする。 

また、入札に参加した者が、(3)の誓約書を提出せず、又は虚偽の誓約をし、若しくは誓約

書に反することとなったときは、当該者の入札を無効とするものとする。 

(5) 契約書作成要否  要 

(6) 落札者の決定方法 

本公告に示した業務を履行できると支出負担行為担当官が判断した入札者であって、予算

決算及び会計令第 79 条の規定に基づいて作成された予定価格の制限の範囲内で最低価格を

もって有効な入札を行った入札者を落札者とする。 

(7) 押印の省略 

契約書を除き、入札書や誓約書等の契約手続きに必要となる書類（以下「契約関係書類」

という。）への押印は不要とする。 

担当者等から提出される契約書関係書類については、事業者としての決定として取り扱う。 

押印が省略された契約関係書類に虚偽記載等の不正が発覚した場合は、契約解除や違約金

を徴収する場合があり得る。 

(8) その他詳細は、入札説明書による。 


